
































































が困難になりつつあった｡ ｢黄檗｣ はBulletinを廃止し､ その
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界面物性研究部門Ⅰ 教授 中 原 勝
１. 背景：最近､ 研究所間の連携を一段と促す外的要因が生





ている｡ 実際､ 平成12年度､ 文部科学省に所属する国立研究
所 (直轄､ 大学附置) 会議の第一分科会で､ ｢研究所の連携ネッ
トワーク｣ の形成の必要性が指摘され､ 研究所連携の実態調
査と意見交換がおこなわれた｡ 研究所の連携形態として､
















Electron Correlations-Towards a New Research Network be-
tween Physics and Chemistry)
◇ 茅 幸二 (岡崎国立共同研究機構・分子科学研究所所長)
２. 目的：本プロジェクトの目的は次のとおりである｡ 物質
科学は､ 生命科学､ 環境科学､ 情報科学と共に重要な先端分

























茅 幸二 (岡崎国立共同研究機構・分子科学研究所・所長､ 代表)
福山 秀敏 (東京大学・物性研究所・所長)
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４. 化学研究所メンバー：本研究所からの参加者 (氏名､ 班､
研究テーマ) は次の通りである｡
・中原 勝 第２班 超臨界水中での新物質創成
・野 幹夫 第１班 遷移金属酸化物の作製
・小松 紘一 第２班 有機π-σ共役電子系の合成
・江 信芳 第２班 生体内遷移金属カルコゲン化
物の合成
・福田 猛 第２班 表面ポリマー物質の作製
・山田 和芳 第３班 遷移金属酸化物の中性子回折
実験
























































































































































特に､ 紫外領域でバンド間遷移に近い (及び､ それを上回る)
エネルギーの光を照射すると､ ミクロな構造変化がガラス中
に誘起されることが知られている｡ ファイバー回折格子は､


















































ることが示唆された (図２参照)｡ 本手法は､ シリカガラス










(左) はイオン化され､ 常磁性欠陥 (右) に変化する｡























い状況でしたが､ 当時の私は ｢まあ何とかなるやろ｣ とのん
きでした｡ 幸い､ 博士課程を終えた年に化学研究所教務職員
に採用していただき､ 何年もの無給OD生活が珍しくなかっ
た当時にしては比較的早い ｢出世｣ を遂げました｡ 翌年､ ブ
ロック共重合体の溶液物性の研究で学位を頂くと同時に英国
























































して１年､ 米国 (ハーバード大学､ W. von E. Doering教授)
で２年､ 岡崎国立共同研究機構・分子科学研究所 (中筋一弘
教授) で１年の期間､ ポスドクとして研究する機会を得まし



































































なくなりました｡ 目下のところ､ 品質工学と点画 (点々だけ





























































鑑賞 (クラシック､ ジャズ)､ 乱読､ スキー､ 山歩き､ テニ
スなどです｡
有機合成基礎研究部門










平成３年３月 同 博士後期課程修了 薬学博士
平成３年５月 米国スクリップス研究所 博士研究員
(K.C. Nicolaou教授)
平成４年５月 (株) 蛋白工学研究所 研究員
平成７年９月 (株) 生物分子工学研究所 研究員












１. 主 旨：化学研究所 (以下 ｢化研｣ という) 創立70周年を記念して､ 明日の化学を担う若手研究者を育成することを目的として
｢所長賞｣ を設ける｡ 本賞は学術論文を募集し､ その優秀論文に対して授与する｡
２. 対 象：化研に所属する40歳未満 (申請日現在)の若手研究者 (ただし､ 大学院生も可)
３. 応募手続：次の要領に従って必要書類を揃え､ 化研所長 (受付：事務部化研担当)に提出する｡
(1) 応募論文：公表論文､ 投稿論文､ 新作論文いずれでもよいが､ ただし､ 応募者が中心になって行った２～３年以内の研究である
こと､ あるいは応募者が中心になって行った､ より長期の研究を総合的にまとめた論文で１年以内に公表したもの｡
(2) 説 明 書：論文の意義・位置づけなどを2000字以内で述べること｡
(3) 提出期限：平成13年 9月 7日(金)
(4) 提出部数：７部 (表紙にタイトル､応募者氏名､生年月日､身分､ 連絡先とともに､ 選考を希望する研究分野(物理・物理化学系､
無機化学・分析化学系､ 材料化学・高分子化学系､ 有機化学系､ 生物化学系) を明記すること｡
４. 選考方法：応募者の希望する系の教授､ 助教授数名により第一次選考を行う｡ 引き続き､ 各系から選ばれた教授５名により第二次選
考を行う｡
５. 表 彰：(1)最優秀論文には､ 賞状を授与し､ 副賞として50万円を研究助成する｡ なお､ 受賞者は12月開催予定の化研研究発表会
で論文内容を紹介するものとする｡






今年度の講演委員会では､ 既に６月に公開講演会を開催しましたが､ ８月には ｢高校生のための化学－講演と見学の
会｣､ ７～11月に ｢化研フォーラム｣､ 12月７日には恒例の化研研究発表会 (第101回) の開催を予定しています｡ 以下
に､ その報告をさせていただきますが､ これらは総て､ 講師等を務めてくださる先生方をはじめ宇治地区事務部など多
くの方々のご厚意とご協力により成立するものです｡
第８回公開講演会 ｢宇宙・環境・生命・材料－科学研究への挑戦｣
◆ 平成13年６月16日 (土) 10 : 00～15 : 10
◆ 化学研究所共同研究棟大セミナー室
宇宙 ― 第二のコペルニクスの出現 松木 征史 助教授
環境 ― 気候変動と海 宗林 由樹 教 授
生命 ― 高等植物の生き残り戦略 (花のお話) 岡 穆宏 教 授
材料 ― 天然ゴム－その過去と未来－ 谷 信三 教 授
学生・一般を対象とした公開講演会の第８回目は､ 現代科学で最もホットな四つの研究分野にスポットをあてるとと
もに､ それに呼応して化学研究所の広い研究分野を如実に示すため､ 上記のテーマを掲げて４名の方々に各問題につい
ての背景､ 対処､ 展望を､ 自身の研究姿勢や成果も含めて語っていただきました｡
昨年までは金曜日の午後だった開催日程を､ ｢公開｣ を念頭に置き今年は土曜日に変えてみたところ､ これまで最高
の約120名の参加があり､ うち30歳未満が半数を数えました｡ また､ 参加者には毎回アンケートをとっていますが､ 今
年は詳しい回答が多く､ 四つの講演内容に関して等しく関心を集めたことも分かりました｡ ｢一般｣ 対象の講演会には
不可避と考えられる ｢もっと易しく｣ と ｢もっと専門的に｣ のような相反する意見も､ 意外に少なかったことは印象的
でした｡
今回の企画に際しては､ 若年層の ｢理科離れ｣ に対する化学研究所のメンバーひとりひとりの危惧も背景にありまし
たが､ この問題への対処は今後も様々な試みを続けるべきでしょう｡ また､ ｢このような講演会を頻繁に行ってほしい｣
という意見などには､ 今後の公開事業への姿勢についてより真剣に考える必要性を感じました｡
第４回 ｢高校生のための化学 －講演と見学の会｣
◆ 平成13年8月22日 (水) 10 : 00～17 : 00
◆ 化学研究所共同研究棟大セミナー室
講演会 ｢化学のフロンティアを聞く､ 見る､ 楽しむ｣ 10 : 00～12 : 00
巨大分子を思いどおりに造って､ 並べる：高分子化学の夢 福田 猛 教授
地球上の物質と生命を育てた水の不思議 中原 勝 教授







京都､ 滋賀､ 奈良の府県､ 京都､ 宇治､ 城陽の各市を中心とする地域の高校生・中学生に､ 各教育委員会のご後援を
得て､ 化学／化学研究のフロンティアを講演と実体験を通じて垣間見ることにより､ その意義や楽しさを実感してもら















韓国の国営放送KBS (Korean Broadcasting System)は､ ６月20日にバイオインフォマティクスセンターの取材とスー
パーコンピューターの見学を行いました｡ 同放送局は､ バイオインフォマティクスの研究態勢について､ アメリカ合
衆国のセレーラ､ MIT､ NIH､ スタンフォード大学などとともに､ 化学研究所バイオインフォマティクスセンター､




公式な国家プロジェクトとして認められること (研究)､ ポストゲノム時代の人材不足に対応すること (教育)､
充実したデータベースと技術力による日本から世界への貢献 (サービス) という３つの大きな目的があります｡
２. 現在の研究プロジェクトについて
全世界に知られている生命システム情報統合データベースKEGGの開発をメインにして､ 宝酒造 (株) と協力
して推進しているDNA chipを用いた研究､ 今年から始まったBRITEデータベース研究などがあります｡
３. KEGGについて 今までの生物学は部品を１つ１つ壊しながら調べていく研究だったといえますが､ ここでは遺伝子とタン
パク質の配列情報､ タンパク質の立体構造､ 医学情報など多様な情報を元にシステムを構築し､ コンピュータ内
で細胞を再現することが目標になっています｡ ゲノムの本当の有用性を読み取る技術は､ まだ誰も分かっていな































◆平成13年7月23日 (月) 15 : 00～17 : 00
◆本館５階大会議室
遺伝子発現情報データベース 川島 秀一 助手









１.受賞者氏名・受賞年月日 ２.賞名､ ｢受賞テーマ｣ および内容 ３.賞の簡単な紹介
１. 村上 昌三 助 手 平成13年３月29日
２. 日本化学会第19回化学技術有功賞 ｢延伸下の高分子フィルムの動的X線測定システムの開発｣ 高分子
フィルムの延伸機構の研究において､ 高分子物質は粘弾性を有するため､ 延伸中での結晶構造の出現
および変化を調べることが重要である｡ そこで､ 小型の延伸器を設計し､ 高感度のX線検出器 (IPや
CCDカメラ) と組み合わせて動的X線測定システムを開発して､ 研究例を示した｡
３. 化学技術､ 装置の開発およびその応用を通して化学の発展に大きく貢献したもの｡
１. 河内 敦 助 手 平成13年３月29日




３. 進歩賞は, 日本化学会会員であって, 化学の基礎または応用に関する優秀な研究業績をあげ, 受賞対
象となる研究についての主論文を日本化学会誌に１報以上発表し, 年齢が満35歳に達しないものに授
与する｡
１. 松林 伸幸 助 手 平成13年５月９日
２. 国際水・蒸気性質協会 () ヘルムホ




３. 国際水・蒸気性質協会は､ 発電システムの中核作動流体となる水及び水溶液の､ 特にその高温状態で
の性質に関わる研究者の最も権威ある国際的組織であり､ 毎年､ 40歳以下を対象に､ ヘルムホルツ賞
を授与している｡




１. 高橋 雅英 助 手 平成13年５月18日





１. 内野 隆司 助教授 平成13年７月２日
２.  ｢ガラスの電子構造及びダイナミクスに関する研究｣ 分子軌道理論に基づくガ
ラスの電子構造の計算手法を開拓し､ ガラスの振動スペクトル､ 電子スペクトル､ イオン伝導機構､
光化学反応機構等に関する理解を深めたことによる｡
















    
 
有機部会は､ (1) 有機材料化学研究部門､ (2) 有機合成基礎研究部門､ (3) 有機合成基礎研究部門､ (4) 生体反応
設計研究部門の四研究領域によって構成されている｡ 各研究領域は新しい有機合成法の開拓に機軸を置き､ 新しい構造､





後列左から､ 平井圭子 事務補佐員(秘書)､ 安本三夫 研究支援推進員､
村田靖次郎 助手 円内､ 西長 亨 助手(留学中)










門 当研究領域では､ 主に炭素あるいは炭化水素を対象とした ｢構造有機化学｣ を研究テーマとしている｡ サッカーボール型分子C60の新しい構造への変換､ あるいは特異なシグマ骨格構造をもつ超安定なカルボカチオンなどの合成を行い､ これらの構造と性質を実験的に､ また理論的に解明しようとする研究が中心である｡
後列左から､ 山口茂弘 助手､ 年光昭夫 助教授､ 河内 敦 助手


















後列左から､ 川端猛夫 助教授､ 冨士 薫 教授､ 椿 一典 助手










門 “分子の不斉”を切り口に二つの方法で研究を進めている｡ ひとつは不斉反応の開発である｡ これには金属・低温を必要としない酵素様不斉反応の開発､ 不斉記憶と称される反常識的な不斉反応の開発等が含まれる｡ また､ 超分子化学を利用した不斉分子認識を行っている｡ スイッチ機能・呈色機能を付与し､ 不斉情報の可視化を目指している｡
 
左から､ 武田亘弘 助手､ 平野敏子 技術職員､ 杉山 卓 助手､











門 各種の高周期典型元素を含んだ新しい結合様式を持つ化合物の合成・単離を行い､ その特異な構造および物性を解明することで､ 炭素を中心に発展してきた有機化学を典型元素全体の化学へと拡張すべく研究を展開している｡ また､ 生体触媒を用いた新規有機合成反応の開発の研究も行っている｡
左から､ 佐々木義弘 助手､ 梅谷重夫 助教授､ 宗林由樹 教授､























早期支給等)､ ②ペーパーレス化､ ③部局担当事務室の在り方､ ④
環境整備 (構内の草刈り､ ゴミの処理等)､ ⑤情報公開への対応､
⑥図書館業務､ ⑦調達手続 (物品購入関係) の７つの事項について
検討を行い､ その検討結果を平成13年２月の宇治地区所長懇談会に
報告しました｡


































[ＣＯＥ形成基礎] 総 計 360,000千円
1. 元素科学：元素の特性を活かした有機・無機構造体の構築 360,000千円 玉尾 皓平
[特定領域研究 (Ａ) (２)] 総 計 25,700千円. δ-π相互作用をもつπ電子システムおよびそのカチオン種の設計と合成 ,千円 小松 紘一. 強相関電子系遷移金属酸化物での量子相分離の研究 ,千円 山田 和芳. 立体保護の概念に立脚した新規分子の合成法の開発 ,千円 時任 宣博. 膜外シグナルによる膜内ペプチドの会合調節を利用した膜電流制御システムの構築 ,千円 二木 史朗. 古細菌－オキソ酸：フェレドキシン酸化還元酵素群の構造生物学研究 ,千円 畑 安雄. ジシランを軸とするプロペラ型環状化合物およびその誘導体の化学 ,千円 年光 昭夫. ヘテロ原子置換ケイ素アニオン種における新規反応の開発と反応性制御 ,千円 河内 敦. 植物ホルモン活性化／不活性化機構の分子基盤
－ブラシノステロイド生合成／代謝酵素による制御－ ,千円 水谷 正治
[特定領域研究 (Ｂ) (２)] 総 計 31,700千円. 全固体イオニクス素子構築にたいするポリマーの役割 ,千円 谷 信三. 高分子の結晶化準備機構 ,千円 梶 慶輔. シロイヌナズナのHis-Aspリン酸リレー型シグナル伝達が支配する環境応答機構 ,千円 青山 卓史
[特定領域研究 (Ｃ) (２)] 総 計 31,900千円
1. 高度データベースの構築と検索 25,500千円 五斗 進
2. 並列データマイニングによる遺伝子ネットワークからの相関遺伝子クラスタの抽出 6,400千円 中谷 明弘
[地域連携推進研究] 総 計 13,600千円
1. オーダーメイド型人工制限酵素・人工リプレッサーの開発 13,600千円 杉浦 幸雄
[基盤研究 (Ａ) (２)] 総 計 29,600千円
1. 局在・遍歴電子共存系の磁気相関と電気伝導の協調・競争現象の研究 2,700千円 山田 和芳
2. 高分子の結晶化誘導期における構造形成 400千円 梶 慶輔
3. その場観測の正逆光電子分光法による有機薄膜の広域電子構造の精密解析 1,900千円 佐藤 直樹
4. 高周期14族元素を含む芳香族化合物の合成､ 構造および物性に関する系統的研究 6,700千円 時任 宣博
5. ガラスの光化学反応性の解明－電子､ 振動構造からのアプローチ－ 17,900千円 横尾 俊信
[基盤研究 (Ｂ) (１)] 総 計 9,000千円
1. 海洋環境における微量生元素の動態と生態系への影響 9,000千円 宗林 由樹
[基盤研究 (Ｂ) (２)] 総 計 110,700千円
1. 主鎖型液晶性高分子の構造形成過程における動的因子および水素結合の影響の解明 4,100千円 堀井 文敬
2. 転写制御のアーキテクチャー：マルチ亜鉛フィンガーの構築と機能解析 6,000千円 杉浦 幸雄
3. 新規好冷菌の探索と有用酵素の開発 4,900千円 江 信芳
4. 超臨界・亜臨界水中の無触媒有機単位反応の機構に関する研究 10,700千円 中原 勝
5. 高感度電気複屈折緩和測定による無定型高分子の分子レオロジー 5,000千円 尾崎 邦宏
6. 透過型電子顕微鏡によるポリマーネットワークの網目構造の直接観察 11,800千円 谷 信三
7. セレン活性分子種変換のダイナミズム：含セレンタンパク質合成機構の構造生物学的解析 10,400千円 江 信芳
8. 植物における新しい二糖配糖体特異的グリコシダーゼファミリーの解明 10,000千円 坂田 完三
9. 好冷細菌ゲノムの全塩基配列解読と低温適応に関与する遺伝子の解析､ 好冷酵素の開発 9,300千円 江 信芳
10. 新規DNA湾曲化フィンガーによる細胞内遺伝子機能の制御 6,500千円 杉浦 幸雄
11. “超高密度”ポリマーブラシの構造と物性 2,600千円 福田 猛
12. リビングラジカル乳化重合の開発 3,000千円 福田 猛
13. 液体上展開単分子膜の偏光変調赤外外部反射分光法による研究 1,000千円 梅村 純三
14. 転写因子の活性化制御を目指した新規合成ペプチドの創製と効率的細胞内導入 3,200千円 二木 史朗
15. 不斉求核触媒を用いる不斉合成 3,100千円 川端 猛夫
16. 基質特異的阻害剤をツールとするグリコシダーゼの生物有機化学的研究－遷移状態：基質
アナログ複合型グリコシダーゼ阻害剤の合成と応用－ 4,700千円 平竹 潤
17. フォトリフラクティブ特性を有する有機分子含有低融点ガラス材料の開発 2,700千円 高橋 雅英
18. オキシクロライド高温超伝導体の高圧下単結晶育成と電子物性 11,700千円 東 正樹
[基盤研究 (Ｃ) (１)] 総 計 2,300千円. 高選択的な金属イオンの認識・分離系の設計 ,千円 梅谷 重夫
[基盤研究 (Ｃ) (２)] 総 計 18,700千円
1. 微細加工磁性体における磁性のゆらぎ 1,800千円 新庄 輝也




3. 走査型誘電顕微鏡による生体インピーダンスのイメージング 800千円 浅見 耕司
4. アルキルフラーレンカチオンを経由するＣ60のアルキル化法の開発 1,200千円 北川 敏一
5. 円偏光放射光Ｘ線共鳴磁気散乱による金属人工格子の磁気構造 2,400千円 細糸 信好
6. 酵素分子の揺らぎを考慮した新しい酵素反応機構の構築 1,100千円 河合 靖
7. 常温常圧から超臨界に及ぶ溶媒和のエネルギー表示に基づく理論的研究 2,800千円 松林 伸幸
8. 高分子固体の分子レオロジー：複屈折測定による微視的内部ひずみの評価 2,500千円 井上 正志
9. 高分子ガラス転移機構 2,400千円 金谷 利治
10. 微生物のナノ紡糸により作り出されるセルロースの分子集合状態 2,700千円 平井 諒子
[萌芽的研究] 総 計 7,300千円
1. シリカ分散エラストマーの二軸伸長による歪エネルギー密度解析 1,000千円 谷 信三
2. リビングアニオン重合系の粘弾性：アニオン会合状態の特性決定 600千円 尾崎 宏
3. 古細菌の蛋白質膜透過機構の解明と高度好塩古細菌を宿主とした膜蛋白質高生産性系の構築 800千円 江 信芳
4. コンビナトリアル的手法によるグリコシダーゼの基質特異性の迅速決定法 1,600千円 坂田 完三
5. 難溶性薬物のキャリアを目指した新規大環状へリックス蛋白質の創出 2,400千円 二木 史朗
6. ファージを用いた水系中の微量物質の回収と除去 900千円 吉村 徹
[奨励研究 (Ａ)] 総 計 15,600千円
1. 光照射により誘起されるシリカガラスの欠陥の生成機構と光機能の解明 1,000千円 内野 隆司
2. レーザーアンジュレーターによる､ コヒーレントＸ線の発生と電子ビーム冷却 900千円 白井 敏之
3. ビシクロ骨格の縮環した含硫黄環状π電子系の合成と性質 1,100千円 西長 亨
4. 高速振動粉砕法を利用したフラーレンＣ60の骨格変換反応 800千円 村田靖次郎
5. Ge含有シリカガラスの光化学過程における遷移状態の解明 800千円 高橋 雅英
6. 官能性シリルリチウムとオレフィンの分子内反応の開発と立体選択的合成反応への応用 1,100千円 河内 敦
7. 含硫黄・含セレンバイオファクターの構造形成を司る類縁酵素群の構造・機能・役割分担 800千円 栗原 達夫
8. 電子ドープ型銅酸化物における高温超伝導発現機構の研究 1,200千円 藤田 全基
9. シリレンーイソシアニド錯体を用いた新規な含ケイ素多重結合化学種の合成とその性質 1,100千円 武田 亘弘
10. 先端個体NMR法によるPolyamorphous構造およびダイナミクスの精密解析 1,600千円 梶 弘典
11. ポリマーネットワーク中の種々の形状のゲスト高分子鎖のダイナミックス 1,000千円 浦山 健治
12. 鉄の輸送に関与するsuf遺伝子領域およびSufタンパク質群の機能解析 1,500千円 三原 久明
13. 高活性耐熱性アスパルターゼ反応機構の複合体結晶解析による解明 1,300千円 藤井 知実
14. 新機能性金属フィンガーのデザイン：亜鉛フィンガーの金属置換に基づく転写制御 1,400千円 永岡 真
[特別研究員奨励費] 総 計 23,100千円
1. 非線形電磁場がビームダイナミクスに及ぼす効果の研究 900千円 森田 昭夫
2. 亜鉛フィンガー型転写因子の精密なDNA認識機構とその転写機能制御機構の解明 900千円 松下 恵三
3. リドベルグ原子を用いた宇宙由来アクシオンの探索と微細スペクトル構造の研究 1,200千円 長谷山智仁
4. リビングラジカル重合法によるポリマーブラシの構築とその構造・物性に関する研究 1,200千円 山本 真平
5. 新規熱可塑性エラストマーの合成と精密構造解析 1,200千円 村上 豪
6. 個体反応を用いる新規フラーレン誘導体の合成 1,000千円 藤原 考一
7. 亜鉛フィンガーモチーフを用いた新規転写制御分子の創製と機能 1,000千円 今西 未来
8. 固体二次元NMR法による生理活性オリゴペプチドの構造と分子認識機構に関する研究 1,000千円 増田 憲二
9. 官能性シリルアニオンおよびシリレノイドの立体化学的研究 1,000千円 前田 博文
10. アミノ基の分子内配位したケイ素活性種の特異な反応性 1,000千円 佐伯 友之
11. δ-π相互作用をもつ含硫黄環状π共役系化合物の合成と性質 1,000千円 若宮 淳志
12. 光学活性ホモオキサカリックス [3] アレン誘導体の合成と機能 1,000千円 大坪 忠宗
13. 遺伝子発現プロファイルを用いた転写制御ネットワークの解析 1,000千円 中尾 光輝
14. 高分子の絡み合い緩和に対する分岐長分布と分子量分布の効果 1,000千円 若宮 由実
15. 長鎖アルカンの空準位電子構造への自由電子性の寄与に関する逆光電子分光研究 1,000千円 堤 清彦
16. 遺伝子をターゲットとした新規機能性金属モチーフの設計 1,000千円 堀 雄一郎
17. ホヤ胚の遺伝子発現情報の網羅的解析：データベース構築とクラスタリング解析 1,200千円 川島 武士
18. 遺伝子発現情報に基づく機能解析と予測法の開発 900千円 奥地 秀則
19. 形状制御された微小磁性体の磁性と伝導性 1,200千円 重藤 訓志
20. カルコゲン元素含有ガラスの構造並びに非線形光学特性に関する研究 1,200千円 徳田 陽明
21. ATP依存性ペプチド合成酵素の反応機構および立体構造にもとづく特異的阻害剤の設計 1,000千円 Inder Par Singh
22. 制御ラジカル表面グラフト重合によるナノ構造機能素子の開発 1,200千円 Ejaz,Muhammad
平成 13年度 受託研究
1. ポリマーアロイ化による新規開発材料の構造解析に関する基礎研究 住友電気工業株式会社大阪研究所 谷 信三
2. 植物形態形成の可変性を支配するホメオドメイン蛋白質の機能解析 生物系特定産業技術研究推進機構 青山 卓史
平成 13年度 政府出資金事業





    
平成13年２月15日
[教育職]
・金 基孫 無機素材化学研究部門Ⅳ教務職員 辞職
平成13年３月31日
[教育職]
・小林 隆史 構造解析基礎研究部門Ⅱ教授 停年退職
・片野林太郎 構造解析基礎研究部門Ⅰ助手 停年退職
・桑原 和弘 材料物性基礎研究部門Ⅲ教務職員 辞職
・奥野 恭史 生体反応設計研究部門Ⅱ教務職員 辞職
[行政職]
・淡野 清光 中央実験工作場工作機械工 定年退職
・塩見 良隆 宇治地区経理課長 辞職
平成13年４月１日
[教育職]
・金久 實 附属バイオインフォマティクスセンター教授 配置換
(生体分子情報研究部門Ⅲ教授から)
・北川 敏一 有機材料化学研究部門Ⅱ助教授 配置換
(大学院工学研究科助教授から)
・五斗 進 附属バイオインフォマティクスセンター助教授 配置換
(生体分子情報研究部門Ⅲ助教授から)
・椙崎 弘幸 附属バイオインフォマティクスセンター助教授 配置換
(附属核酸情報解析施設助教授から)
・村上 昌三 有機材料化学研究部門Ⅰ助手 所属換
(構造解析基礎研究部門Ⅲ助手から)
・川島 秀一 生体分子情報研究部門Ⅱ助手 配置換
(附属核酸情報解析施設助手から)
・酒井 啓江 生体分子情報研究部門Ⅱ助手 新規採用
・中谷 明弘 附属バイオインフォマティクスセンター助手 配置換
(生体分子情報研究部門Ⅲ助手から)
・則末 和宏 界面物性研究部門Ⅲ教務職員 新規採用
・後藤 淳 有機材料化学研究部門Ⅰ教務職員 新規採用
[行政職]
・安田 敬子 生体分子情報研究部門Ⅱ技術専門職員 配置換
(附属核酸情報解析施設技術専門職員から)
・高田 賢三 奈良教育大学入学主幹 配置換
(宇治地区総務課長から)
・松本 道雄 宇治地区総務課長 配置換
(呉工業高等専門学校庶務課長から)








・磯田 正二 構造解析基礎研究部門Ⅱ教授 昇任
(同研究部門Ⅱ助教授から)




































文部科学技官 寺 田 知 子
元文部科学技官 (研究支援推進員) 淡 野 清 光
勤続20周年









研究部門・附属施設 研 究 領 域 教 授 助 教 授 助 手
電 子 状 態 解 析 欠 員 中 伊 藤 嘉 昭 中 松 博 英
(38-3044 )
構 造 解 析 基 礎 結 晶 情 報 解 析 磯 田 正 二 欠 員 中 小 川 哲 也根 本 隆 森 口 作 美 (教務職員)(38-3051 )
高分子凝縮状態解析  谷 信 三 辻 正 樹 浦 山 健 治登 阪 雅 聡(38-3060 ) ( 38-3061 )
界 面 構 造 解 析 中 原 勝 梅 村 純 三
松 本 陸 朗
松 林 伸 幸
岡 村 恵美子
若 井 千 尋 (教務職員)
(38-3070 ) ( 38-3071 )
界 面 物 性 分 子 集 合 解 析 佐 藤 直 樹 浅 見 耕 司 喜 多 保 夫吉 田 弘 幸(38-3080 ) ( 38-3081 )
水 圏 環 境 解 析 宗 林 由 樹 梅 谷 重 夫 佐々木 義 弘岡 村 慶 則 末 和 宏 (教務職員)(38-3100 ) ( 38-3101 )
磁 性 体 新 庄 輝 也 細 糸 信 好 藤 田 全 基
(38-3103 ) ( 38-3104 )
ス ピ ン 構 造 物 性 山 田 和 芳 壬 生 攻 池 田  訓
(38-3110 ) ( 38-3113 )
無 機 素 材 化 学 固 体 化 学  野 幹 夫 寺 嶋 孝 仁 東 正 樹
(38-3120 ) ( 38-3121 )
非 晶 質 材 料 横 尾 俊 信 内 野 隆 司 高 橋 雅 英姫 井 裕 助(38-3130 ) ( 38-3131 )
構 造 解 析 (客員) 吉 川 信 一 山 中 明 生
分 子 レ オ ロ ジ ー 尾 崎  宏 渡 辺 宏 井 上 正 志 岡 田 眞 一 (技術職員)
(38-3134 ) ( 38-3135 )
高 分 子 物 質 科 学 梶 慶 輔 金 谷 利 治 西 田 幸 次
材 料 物 性 基 礎 (38-3140 ) ( 38-3141 )
分 子 動 的 特 性 堀 井 文 敬 綱 島 良 祐 梶 弘 典平 井 諒 子 大 嶺 恭 子 (技術職員)(38-3150 ) ( 38-3151 )
複合体物性 (客員) 田 中 善 喜 吉 信 淳
高 分 子 材 料 福 田 猛 辻 井 敬 亘 村 上 昌 三 後 藤 淳 (教務職員)
(38-3161 ) ( 38-3162 )
所 長 有 機 材 料 化 学
玉 尾 皓 平 高 圧 有 機 化 学 小 松 紘 一 北 川 敏 一
森 貞 之
西 長 亨
村 田 靖次郎(38-3180 ) ( 38-3172 ) ( 38-3173 )
合 成 反 応 設 計 玉 尾 皓 平 年 光 昭 夫 河 内 敦山 口 茂 弘(38-3180 ) ( 38-3181 )
有 機 合 成 基 礎 精 密 有 機 合 成 冨 士 薫 川 端 猛 夫 椿 一 典 寺 田 知 子 (技術職員)
(38-3190 ) ( 38-3191 )
合 成 理 論 (客員) 樹 林 千 尋 岩 渕 好 治
有 機 元 素 化 学 時 任 宣 博 中 村 薫
杉 山 卓
河 合 靖
武 田 亘 弘
山 崎 教 正 (教務職員)
平 野 敏 子 (技術職員)(38-3200 ) ( 38-3201 )
生 体 反 応 設 計 生 体 活 性 化 学 杉 浦 幸 雄 二 木 史 朗 永 岡 真
(38-3210 ) ( 38-3211 )
生 体 反 応 制 御 上 田 國 寛 田 中 静 吾 安 達 喜 文
(38-3220 ) ( 38-3223 )
分子生体触媒化学 坂 田 完 三 平 竹 潤 水 谷 正 治清 水 文 一
生 体 分 子 機 能 (38-3230 ) ( 38-3231 )
分 子 微 生 物 科 学 江  信 芳 吉 村 徹 栗 原 達 夫三 原 久 明(38-3240 ) ( 38-3241 )
情 報 高 分 子 構 造 欠 員 中 畑 安 雄 柊 弓 絃藤 井 知 実
生 体 分 子 情 報 (38-3251)
情 報 伝 達 岡 穆 宏 青 山 卓 史 川 島 秀 一酒 井 啓 江
安 田 敬 子 (技術職員)
本 間 隆 (教務職員)(38-3262 ) ( 38-3263 )
附属
生命知識システム 金 久 實 五 斗 進 中 谷 明 弘
バイオインフォマティクスセンター
( 38-3270 ) ( 38-3271 )
(センター長 金久 實)
生物情報ネットワーク 欠 員 中 椙 崎 弘 幸
(38-3301 )
パ ス ウ ェ イ 工 学 欠 員 中 欠 員 中
スーパーコンピューター (室 長)
ラ ボ ラ ト リ ー 金 久 實
附属 粒 子 線 発 生 野 田 章 岩 下 芳 久 白 井 敏 之 頓 宮 拓 (技術職員)
原子核科学研究施設 (38-3281 ) ( 38-3282 )
(施設長 野田 章) 基 礎 反 応 欠 員 中 松 木 征 史
(38-3292 )
極低温物性化学実験室 楠 田 敏 之 (技術職員)
(世話教授)
中 央 実 験 工 作 場 佐 藤 直 樹 今 西 勝 美 (技能職員)風 間 一 郎 (技能職員)

